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国立科学博物館筑波実験植物園のラン科
コレクションを用いて研究し発表した新
種。左上から時計回りに、デンドロビウ
ム・ ス ズ キ ィ（Dendrobium suzukii 
T.Yukawa）、ドリティス・ナマタンエ
ン シ ス（Doritis natmataungensis  
T.Yukawa, Nob.Tanaka & J.Murata）、
マ ラ ク シ ス・ イ ワ シ ナ エ（Malaxis 
iwashinae T.Yukawa & T.Hashim.）、
パフィオペディルム・プラティフィル
ム（Paphiopedilum platyphyllum 
T.Yukawa）、シテンクモキリ（Liparis 
purpureovittata Tsutsumi, T.Yukawa 
et M.Kato）、シ ン ビ ジ ウ ム・ ワ ダ エ

（Cymbidium wadae T.Yukawa）。
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遺伝子組み換えでツユクサの青色遺伝子を
導入し作出された青いコチョウラン。

画像提供：三位正洋
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日本に自生するランのおよそ3分の 2は絶滅危惧種に指定されています。
なぜランには絶滅危惧種が多いのでしょうか？

多くのランは、特定の動物の種の好みに合わせて花の色、形などが
進化したため、花粉の運び手が限られます。さらに、パートナーと
なる特定の菌類から栄養をもらわないと、種子から発芽・成長でき
ません。ランが次世代に命をつないでいくためには、花粉を運ぶ動
物と成長を助ける菌という２つの共生パートナーが同じ場所で生存し
ていくことが不可欠です。たとえランの生育に適した環境であっても、
花粉の運び手と共生菌が長い間安定して生きていける環境がそろっ
ていなければ、ランは繁殖できません。繁殖できる場所が限られて
いることが、多くのランを絶滅に追い込んでいます。

日本に自生するランのおよそ3分の 2は絶滅危惧種に指定されています。
なぜランには絶滅危惧種が多いのでしょうか？

多くのランは、特定の動物の種の好みに合わせて花の色、形などが
進化したため、花粉の運び手が限られます。さらに、パートナーと
なる特定の菌類から栄養をもらわないと、種子から発芽・成長でき
ません。ランが次世代に命をつないでいくためには、花粉を運ぶ動
物と成長を助ける菌という２つの共生パートナーが同じ場所で生存し
ていくことが不可欠です。たとえランの生育に適した環境であっても、
花粉の運び手と共生菌が長い間安定して生きていける環境がそろっ
ていなければ、ランは繁殖できません。繁殖できる場所が限られて
いることが、多くのランを絶滅に追い込んでいます。

（国立科学博物館植物研究部多様性解析・保全グループ長）[ 全体監修 ] 遊
ゆ
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▲︎レブンアツモリソウの花を上から見た姿（上）。
ニセハイイロマルハナバチは中央の穴から花の内
部に入り、おしべとめしべに接触（受粉）して付
け根の穴から出てくる（下）。
画像提供：杉浦直人（熊本大学）

ランが生育
可能な環境

花粉を運ぶ
動物の生息地

成長を助ける
菌の生息地

ランが命をつなぐことができる場所

▲︎自生地で咲く北海道礼
れ
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固有の絶滅危惧種、レブンアツモリソウ。
ニセハイイロマルハナバチが花粉の運び手であり、種子発芽・成長にはツ
ラスネラ科の限られた種の菌類が欠かせない。レブンアツモリソウの生育
に適した土地であっても、パートナーとなるニセハイイロマルハナバチと
ツラスネラ科の共生菌が生きていける環境がそろっていなければ、レブン
アツモリソウは命をつないでいくことができない。
画像提供：杉浦直人（熊本大学）

▶︎レブンアツモリソウ
の発芽や成長に必要な
栄養を与える共生菌。
白い筋が菌糸。
画像提供：志村華子（北海道
大学大学院農学研究院）
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